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（単位：円）

Ⅰ 資産の部
１ 流動資産

現金預金 4,613,936,749 2,704,561,693 1,909,375,056
貸 付 金 11,624,289,000 13,964,279,500 △ 2,339,990,500
立 替 金 2,408,383 1,320,153 1,088,230
前払費用 415,310 415,310 0
未 収 金 142,639,307 119,518,836 23,120,471
貸倒引当金 △ 536,247,000 △ 520,065,000 △ 16,182,000

15,847,441,749 16,270,030,492 △ 422,588,743
２ 固定資産

基本財産
投資有価証券 240,000,000 240,000,000 0

240,000,000 240,000,000 0
特定資産

196,175,722 207,350,000 △ 11,174,278
融資システム移行費用積立資産 22,825,000 0 22,825,000
ソフトウエア取得積立資産 6,300,250 27,698,000 △ 21,397,750
サーバ機器購入積立資産 53,509,922 0 53,509,922

278,810,894 235,048,000 43,762,894
その他固定資産
建　　物 5,928,825 6,394,728 △ 465,903
什器備品 20,854,692 30,540,049 △ 9,685,357
リース資産 1,504,800 2,284,920 △ 780,120
電話加入権 34,000 34,000 0
ソフトウエア 48,943,798 31,090,767 17,853,031
投資有価証券 760,000,000 760,000,000 0
長期前払費用 1,133,311 1,548,621 △ 415,310
前払年金費用 33,531,404 23,480,950 10,050,454

871,930,830 855,374,035 16,556,795
1,390,741,724 1,330,422,035 60,319,689

17,238,183,473 17,600,452,527 △ 362,269,054
Ⅱ 負債の部
１ 流動負債

未 払 金 15,564,418 60,191,612 △ 44,627,194
未払法人税等 25,000 25,000 0
前 受 金 13,967,918 16,378,373 △ 2,410,455
預 り 金 21,524,320 23,165,476 △ 1,641,156

16,500,000,000 16,800,000,000 △ 300,000,000
賞与引当金 15,998,954 17,167,801 △ 1,168,847

16,567,080,610 16,916,928,262 △ 349,847,652
２ 固定負債

預り保証金 2,467,000 2,934,000 △ 467,000
リース債務 1,504,800 2,284,920 △ 780,120

3,971,800 5,218,920 △ 1,247,120
16,571,052,410 16,922,147,182 △ 351,094,772

Ⅲ 正味財産の部
１ 指定正味財産

寄 付 金 20,000,000 20,000,000 0
20,000,000 20,000,000 0

２ 一般正味財産 647,131,063 658,305,345 △ 11,174,282

43,762,894
667,131,063 678,305,345 △ 11,174,282

17,238,183,473 17,600,452,527 △ 362,269,054

貸 借 対 照 表
令和3年3月31日現在

科　　　　目 当  年  度 前  年  度 増    減

流動資産合計

（１）

基本財産合計
（２）

収支変動対応資産

特定資産合計
（３）

その他固定資産合計
固定資産合計
資　産　合　計

１年内返済予定長期借入金

流動負債合計

固定負債合計
負　債　合　計

指定正味財産合計
（うち基本財産への充当額） (20,000,000) (20,000,000) (0)
（うち特定資産への充当額） (0) (0) (0)

（うち基本財産への充当額） (220,000,000) (220,000,000) (0)

　－ 14 －

（うち特定資産への充当額） (278,810,894) (235,048,000)
正味財産合計

負債及び正味財産合計



（単位：円）

当  年  度 前　年　度 増　　減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経常増減の部

（１） 経常収益

① 基本財産運用益 3,638,005 3,657,995 △ 19,990
② 事業収益 474,203,670 527,296,720 △ 53,093,050

309,964,886 340,733,752 △ 30,768,866
12,961,807 13,053,655 △ 91,848

682,315 773,201 △ 90,886
563,843 699,106 △ 135,263
599,000 2,463,000 △ 1,864,000

償却債権回収金 145,831,937 169,574,006 △ 23,742,069
持続化補助金相談業務受託料 3,223,682 0 3,223,682

③ 受取補償金 135,695,500 110,713,000 24,982,500
損失補償金 135,695,500 110,713,000 24,982,500

④ 雑 収 益 9,671,125 9,723,196 △ 52,071
623,208,300 651,390,911 △ 28,182,611

（２） 経常費用

① 事 業 費 590,752,180 508,860,051 81,892,129
人 件 費 220,195,390 223,277,622 △ 3,082,232
物 件 費 74,811,051 74,309,594 501,457
借入金利息 8,172,739 8,323,835 △ 151,096
貸倒引当金繰入額 287,573,000 202,949,000 84,624,000

② 管 理 費 43,630,398 46,679,559 △ 3,049,161
人 件 費 36,376,172 39,760,408 △ 3,384,236
物 件 費 7,254,226 6,919,151 335,075

634,382,578 555,539,610 78,842,968
△ 11,174,278 95,851,301 △ 107,025,579

0 0 0
△ 11,174,278 95,851,301 △ 107,025,579

２ 経常外増減の部

（１） 経常外収益

0 0 0
（２） 経常外費用

① 固定資産除却損 4 0 4
4 0 4

△ 4 0 △ 4
△ 11,174,282 95,851,301 △ 107,025,583

658,305,345 562,454,044 95,851,301
647,131,063 658,305,345 △ 11,174,282

Ⅱ

① 基本財産運用益 303,167 304,833 △ 1,666
② 一般正味財産への振替額 △ 303,167 △ 304,833 1,666

0 0 0
20,000,000 20,000,000 0
20,000,000 20,000,000 0

Ⅲ 667,131,063 678,305,345 △ 11,174,282

－ 15 － 

セーフティネット申請受付相談
業務受託料

一般正味財産期末残高（Ｇ）〈E+F〉

指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額（Ｈ）

指定正味財産期首残高（Ｉ）

指定正味財産期末残高（Ｊ）〈H+I〉

正味財産期末残高（Ｋ）〈G+J〉

当期経常増減額（Ｃ）〈A+B〉

経常外収益計

経常外費用計

当期経常外増減額（Ｄ）

当期一般正味財産増減額（Ｅ）〈C+D〉

一般正味財産期首残高（Ｆ）

376,200

経常収益計

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額（Ａ）

評価損益等計（Ｂ）

商店街活性化貸付金利息

ものづくり設備導入貸付金利息

経営支援貸付金利息

376,200 0

正味財産増減計算書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

科　　　　　　目

経営活性化貸付金利息

創業・事業展開支援貸付金利息



（単位：円）

公益目的事業会計

融資事業

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１ 経常増減の部

（１） 経常収益
① 基本財産運用益 0 3,638,005 3,638,005

基本財産運用益 0 3,334,838 3,334,838
基本財産運用益振替額 0 303,167 303,167

② 事業収益 434,215,047 39,988,623 474,203,670
経営活性化貸付金利息 271,799,263 38,165,623 309,964,886

11,365,807 1,596,000 12,961,807
598,315 84,000 682,315
494,843 69,000 563,843

経営支援貸付金利息 525,000 74,000 599,000
償却債権回収金 145,831,937 0 145,831,937
持続化補助金相談業務受託料 3,223,682 0 3,223,682

③ 受取補償金 135,695,500 0 135,695,500
損失補償金 135,695,500 0 135,695,500

④ 雑 収 益 9,667,355 3,770 9,671,125
受取利息 11,041 0 11,041
有価証券運用益 9,656,314 0 9,656,314
雑 収 益 0 3,770 3,770

579,577,902 43,630,398 623,208,300
（２） 経常費用

① 事業費 590,752,180 590,752,180
  （人 件 費） 220,195,390 220,195,390

役員報酬 5,100,000 5,100,000
給料手当 173,822,489 173,822,489
通勤手当 5,257,714 5,257,714
退職給付費用 5,140,970 5,140,970
福利厚生費 30,874,217 30,874,217

  （物 件 費） 74,811,051 74,811,051
調 査 費 3,023,602 3,023,602
施策普及費 5,871,454 5,871,454
債権管理費 8,339,777 8,339,777
委 託 費 4,990,975 4,990,975
会 議 費 27,500 27,500
旅費交通費 161,390 161,390
通 信 費 1,862,946 1,862,946
水道光熱費 1,194,041 1,194,041
燃 料 費 180,956 180,956
消耗品費 2,718,198 2,718,198
租税公課 600,000 600,000
修 繕 費 154,220 154,220
賃 借 料 16,502,168 16,502,168
印 刷 費 842,930 842,930
図 書 費 538,325 538,325
保 険 料 380,350 380,350
支払手数料 2,498,805 2,498,805
研 修 費 437,612 437,612
雑    費 204,342 204,342
減価償却費 24,207,911 24,207,911
支払保証料 73,549 73,549

  （借入金利息） 8,172,739 8,172,739
借入金利息 8,172,739 8,172,739

  （貸倒引当金繰入額） 287,573,000 287,573,000
貸倒引当金繰入額 287,573,000 287,573,000

376,200

正味財産増減計算書内訳表
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

科　 　　　目 法人会計 合　  計

創業・事業展開支援貸付金利息
商店街活性化貸付金利息
ものづくり設備導入貸付金利息

経常収益計

－16－

セーフティネット申請受付相談
業務受託料

376,200 0



（単位：円）

公益目的事業会計

融資事業

② 管理費 43,630,398 43,630,398
  （人 件 費） 36,376,172 36,376,172

役員報酬 13,954,590 13,954,590
給料手当 17,094,304 17,094,304
通勤手当 948,280 948,280
退職給付費用 △ 903,293 △ 903,293
福利厚生費 5,282,291 5,282,291

  （物 件 費） 7,254,226 7,254,226
委 託 費 25,025 25,025
会 議 費 134,808 134,808
旅費交通費 17,660 17,660
通 信 費 250,934 250,934
水道光熱費 178,420 178,420
消耗品費 358,289 358,289
租税公課 25,000 25,000
修 繕 費 4,290 4,290
賃 借 料 2,472,162 2,472,162
印 刷 費 65,395 65,395
図 書 費 140,010 140,010
支払手数料 3,191,966 3,191,966
研 修 費 194,647 194,647
雑    費 79,356 79,356
減価償却費 116,264 116,264

590,752,180 43,630,398 634,382,578
△ 11,174,278 0 △ 11,174,278

0 0 0
△ 11,174,278 0 △ 11,174,278

２ 経常外増減の部
（１） 経常外収益

0 0 0
（２） 経常外費用

固定資産除却損 4 0 4
4 0 4

△ 4 0 △ 4
△ 11,174,282 0 △ 11,174,282

0 0 0
△ 11,174,282 0 △ 11,174,282

433,874,568 224,430,777 658,305,345
422,700,286 224,430,777 647,131,063

Ⅱ
① 基本財産運用益 0 303,167 303,167

基本財産運用益 0 303,167 303,167
② 一般正味財産への振替額 0 △ 303,167 △ 303,167

一般正味財産への振替額 0 △ 303,167 △ 303,167
0 0 0
0 20,000,000 20,000,000
0 20,000,000 20,000,000

Ⅲ 422,700,286 244,430,777 667,131,063

科　 　　　目 法人会計 合　  計

－17－

当期経常外増減額（Ｄ）
他会計振替前当期一般正味財産増減額（Ｅ）〈C+D〉

他会計振替額（Ｆ）
当期一般正味財産増減額（Ｇ）〈E+F〉

一般正味財産期首残高（Ｈ）
一般正味財産期末残高（Ｉ）〈G+H〉

指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額（Ｊ）
指定正味財産期首残高（Ｋ）

指定正味財産期末残高（Ｌ）〈J+K〉

正味財産期末残高（Ｍ）〈I+L〉

経常費用計
評価損益等調整前当期経常増減額（Ａ）

評価損益等計（Ｂ）
当期経常増減額（Ｃ）〈A+B〉

経常外収益計

経常外費用計



（単位：円）

当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ 事業活動によるキャッシュ・フロー

１ 当期一般正味財産増減額（Ａ） △ 11,174,282 95,851,301 △ 107,025,583

２

①減価償却費 24,324,175 9,646,957 14,677,218

②固定資産除却損 4 0 4

③貸倒引当金の増減額 16,182,000 △ 18,477,000 34,659,000

④前払年金費用の増減額 △ 10,050,454 △ 3,105,629 △ 6,944,825

⑤賞与引当金の増減額 △ 1,168,847 △ 146,109 △ 1,022,738

⑥貸付金の増減額 2,339,990,500 56,696,500 2,283,294,000

⑦立替金の増減額 △ 1,088,230 △ 1,220,153 131,923

⑧前払費用の増減額 0 △ 415,310 415,310

⑨未収金の増減額 △ 23,120,471 49,158,125 △ 72,278,596

⑩長期前払費用の増減額 415,310 △ 1,547,121 1,962,431

⑪未払金の増減額 △ 44,627,194 31,206,418 △ 75,833,612

⑫未払法人税等の増減額 0 1,300 △ 1,300

⑬前受金の増減額 △ 2,410,455 152,657 △ 2,563,112

⑭預り金の増減額 △ 1,641,156 3,564,459 △ 5,205,615

⑮預り保証金の増減額 △ 467,000 △ 738,000 271,000

⑯指定正味財産からの振替額 △ 303,167 △ 304,833 1,666

2,296,035,015 124,472,261 2,171,562,754

３

①基本財産運用収入 303,167 304,833 △ 1,666

303,167 304,833 △ 1,666

2,285,163,900 220,628,395 2,064,535,505

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

１ 投資活動収入

①３ヶ月超定期預金満期収入 80,000,000 80,000,000 0

②収支変動積立資産取崩収入 11,174,278 0 11,174,278

③融資システム移行費用積立資産取崩収入 0 20,491,161 △ 20,491,161

④ソフトウエア取得積立資産取崩収入 27,698,000 19,818,000 7,880,000

⑤サーバ機器購入積立資産取崩収入 0 27,353,160 △ 27,353,160

118,872,278 147,662,321 △ 28,790,043

２ 投資活動支出

①固定資産取得支出 31,245,830 49,749,880 △ 18,504,050

②特定資産取得支出

融資システム移行費用積立資産支出 22,825,000 0 22,825,000

ソフトウエア取得積立資産支出 6,300,250 27,698,000 △ 21,397,750

サーバ機器購入積立資産支出 53,509,922 0 53,509,922

③３ヶ月超定期預金預入支出 80,000,000 80,000,000 0

193,881,002 157,447,880 36,433,122

△ 75,008,724 △ 9,785,559 △ 65,223,165

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

１

①借入金収入 16,500,000,000 16,800,000,000 △ 300,000,000

16,500,000,000 16,800,000,000 △ 300,000,000

２

①借入金返済支出 16,800,000,000 17,700,000,000 △ 900,000,000

②リース債務返済支出 780,120 843,228 △ 63,108

16,800,780,120 17,700,843,228 △ 900,063,108

△ 300,780,120 △ 900,843,228 600,063,108

Ⅳ 1,909,375,056 △ 690,000,392 2,599,375,448

Ⅴ 2,624,561,693 3,314,562,085 △ 690,000,392

Ⅵ 4,533,936,749 2,624,561,693 1,909,375,056現金及び現金同等物の期末残高（Ｉ）<G+H>

－ 18 －  

財務活動収入計

財務活動支出

財務活動支出計

財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｆ）

現金及び現金同等物の増減額（Ｇ）<D+E+F>

現金及び現金同等物の期首残高（Ｈ）

指定正味財産増加収入計（Ｃ）

事業活動によるキャッシュ・フロー（Ｄ）<A+B+C>

投資活動収入計

投資活動支出計

投資活動によるキャッシュ・フロー（Ｅ）

財務活動収入

キャッシュ・フロー計算書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

科　　　　　　目

キャッシュ・フローへの調整額

小　　　計（Ｂ）

指定正味財産増加収入



１ 継続組織の前提に関する注記

　該当なし。

２ 重要な会計方針

　公益法人会計基準（平成２０年４月１１日　平成２１年１０月１６日改正　内閣府公益認定等委員会）

を採用している。

有価証券の評価基準及び評価方法

　満期保有目的の債券については、償却原価法（定額法）によっている。ただし、額面と取得価額の

差額に重要性が乏しい場合、取得価額で記載している。

固定資産の減価償却の方法
・有形固定資産

　定率法（平成２８年４月１日以後に取得した建物付属設備については定額法）によっている。

・無形固定資産

　定額法によっている。

・リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法によっている。

引当金の計上基準

・貸倒引当金

　貸倒引当金は、個別評価債権と一般債権に分類し、過去の一定期間における各々の貸倒実績率等に

基づき算出した額から、名古屋市による貸倒償却に対する損失補償割合を控除して計上している。

・退職給付引当金

　職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産に基づき、当期末におい

て発生していると認められる額を計上している。

・賞与引当金

　職員の賞与の支給等に備えるため、賞与支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

リース取引の処理方法

　所有権移転外ファイナンスリース取引はリース資産として車両運搬具を計上しており、その他重要

性の乏しいリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　資金の範囲には、現金及び現金同等物を含めている。

消費税等の会計処理

　税込方式によっている。

３ 会計方針の変更
　変更は特にありません。

４ 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
当期末残高

基本財産

投 資 有 価 証 券 240,000,000
240,000,000

特定資産

196,175,722

22,825,000

6,300,250

53,509,922

278,810,894

518,810,894

－ 19 －  

合　　　計 475,048,000 82,635,172 38,872,278

融資システム移行費用積立資産

サーバ機器購入積立資産

27,698,000 6,300,250 27,698,000

小　　　計 235,048,000 82,635,172 38,872,278

ソフトウエア取得積立資産

0 22,825,000 0

0 53,509,922 0

小　　　計 240,000,000 0 0

207,350,000 0 11,174,278収 支 変 動 対 応 資 産

（６）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額

240,000,000 0 0

財務諸表に対する注記

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）



５ 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産
－ 
－ 

特定資産
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

６ 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

有形固定資産

建 物

什 器 備 品

リ ー ス 資 産

無形固定資産

ソ フ ト ウ エ ア

７ 保証債務（債務の保証を主たる目的事業とする場合を除く。）等の偶発債務
三菱ＵＦＪ銀行との間における支払保証委託取引残高は15,350,000円である。

８ 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

９ 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

１０ 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

(うち指定正味 (うち一般正味 (うち負債に

財産からの充当額) 財産からの充当額) 対応する額)

投 資 有 価 証 券 240,000,000 (20,000,000) (220,000,000)
小　　   　計 240,000,000 (20,000,000) (220,000,000)

収 支 変 動 対 応 資 産 196,175,722 0 (196,175,722)
融資システム移行費用積立資産 22,825,000 0 (22,825,000)

サーバ機器購入積立資産 53,509,922 0 (53,509,922)
ソフトウエア取得積立資産 6,300,250 0 (6,300,250)

小　　   　計 278,810,894 0 (278,810,894)
合　　   　計 518,810,894 (20,000,000) (498,810,894)

科          目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

11,185,100 5,256,275 5,928,825

46,604,990 25,750,298 20,854,692

2,998,656 1,493,856 1,504,800

76,866,200 27,922,402 48,943,798

合　    　　計 137,654,946 60,422,831 77,232,115

種 類 及 び 銘 柄 帳簿価額 時　　価 評価損益

　     地方債（名古屋市第１６回２０年公募公債） 240,000,000 277,315,920 37,315,920
小　　　　　　計 240,000,000 277,315,920 37,315,920

投資有価証券

　     地方債（名古屋市第１６回２０年公募公債） 60,000,000 69,328,980 9,328,980

　     地方債（愛知県平成２６年度第１３回公募公債） 300,000,000 341,640,000 41,640,000

　     地方債（名古屋市第１７回２０年公募公債） 200,000,000 223,458,000 23,458,000

　     地方債（愛知県平成２７年度第１４回公募公債） 200,000,000 221,480,000 21,480,000

未収金

前期末残高

小　　　　　　計 760,000,000 855,906,980 95,906,980

合　　　　　　計 1,000,000,000 1,133,222,900 133,222,900

135,695,500 －

貸借対照表上

の記載区分

損失補償金 名古屋市 110,713,000 135,695,500 110,713,000 135,695,500

基本財産運用益振替額 303,167

合　　　　計 110,713,000 135,695,500 110,713,000

補助金等の名称 交付者

内　　　　訳 金　　　額

経常収益への振替額

科　　　   目 当期末残高

合　　　　計 303,167

－ 20 －     

当期増加額 当期減少額 当期末残高



１１ キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている金額との関係は、次のとおりである。

重要な非資金取引   　　　該当なし

１２ 退職給付関係

採用している退職給付制度の概要

　確定給付型の制度として、退職一時金制度及び確定給付企業年金制度を設けている。

退職給付債務及びその内訳 （単位：円）

① 退職給付債務

② 年金資産

③ 前払年金費用

④ 退職給付引当金（①＋②－③）

退職給付費用に関する事項 （単位：円）

① 勤務費用

② 退職給付費用

退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を基礎として

計算している。

１ 基本財産及び特定資産の明細

　基本財産及び特定資産については、財務諸表に対する注記４に記載しているため、内容の記載を省

略する。

２ 引当金の明細

当期増加額

（単位：円）

－ 21 －     

科　目 期首残高 期末残高

15,998,954

貸倒引当金 520,065,000 287,573,000 271,391,000 0 536,247,000

（４）

附属明細書

当期減少額

目的使用 その他

賞与引当金 17,167,801 15,998,954 17,167,801 0

293,003,172

33,531,404

0

（３）
4,237,677

4,237,677

（２）

（１）

（２）
△ 259,471,768

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △ 80,000,000 預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △ 80,000,000

現金及び現金同等物 2,624,561,693 現金及び現金同等物 4,533,936,749

（１）

（単位：円）
前　　期　　末 当　　期　　末

現金預金 2,704,561,693 現金預金 4,613,936,749



（単位:円）
場所・物量等 使用目的等 金    額

（流動資産）
現金預金

<現金> ○融資事業
手元保管 運転資金として 414,094

<当座預金> ○融資事業
三菱UFJ銀行今池支店 1口 運転資金として 126,447,320

<普通預金> ○融資事業　
三菱UFJ銀行柳橋支店始め10口 運転資金として 4,395,913,941

○法人会計
三菱UFJ銀行柳橋支店 1口 運転資金として 4,352,739

<郵便振替> ○融資事業
ゆうちょ銀行 1口 運転資金として 6,808,655

<定期預金> ○融資事業
名古屋銀行本店始め8口 運転資金として 80,000,000

<現金預金計> 4,613,936,749

貸 付 金 ○融資事業
経営活性化資金融資 2,516件 経営活性化資金融資の残高 11,095,862,000
（うち通常資金　 2,317件　9,478,197,000円）

（うち不動産等資金 192件　1,609,739,000円）

（うち連携ｻﾎﾟｰﾄ資金　3件    　5,668,000円）

（うち特別支援資金　 4件    　2,258,000円）

創業・事業展開支援資金融資 161件 創業・事業展開支援資金融資の残高 366,891,000

商店街活性化促進資金融資 4件 商店街活性化促進資金融資の残高 55,670,000

ものづくり設備導入資金融資 35件 ものづくり設備導入資金融資の残高 104,799,000
（うち通常資金     2件　  8,842,000円）

（うち特別資金    28件　 75,988,000円）

（うち機械類貸与　 5件　 19,969,000円）

経営支援特別資金融資 11件 経営支援特別資金融資の残高 1,067,000

<貸付金計> 11,624,289,000

立 替 金 ○融資事業
名古屋地方裁判所 相続財産管理人選任予納金等 2,408,383

前払費用 ○融資事業
㈱富士通マーケティング サーバ機器等保守料 415,310

未 収 金 ○融資事業
名古屋市 損失補償金 135,695,500

未収利息 226件 経営活性化資金融資等の未収利息 2,377,120
名古屋市公債始め4銘柄 名古屋市公債始め4銘柄の経過利息 3,457,296

○法人会計
名古屋市公債1銘柄 名古屋市公債1銘柄の経過利息 1,109,391

<未収金計> 142,639,307

貸倒引当金 ○融資事業 貸付金の貸倒に備えるための引当金 △ 536,247,000

15,847,441,749

（固定資産）
基本財産 投資有価証券 ○法人会計

名古屋市第16回20年公募公債 運用益を管理運営の財源として使用 240,000,000
している

特定資産 収支変動対応資産 ○融資事業
　　　　＜普通預金＞ 三菱UFJ銀行柳橋支店 将来の収支変動に備えるため積立てて 196,175,722

いる特定費用準備資金

融資ｼｽﾃﾑ移行費用積立資産 ○融資事業
　　　　＜普通預金＞ 三菱UFJ銀行柳橋支店 融資システムの移行費用として積み立 22,825,000

てている特定費用準備資金

ｿﾌﾄｳｴｱ取得積立資産 ○融資事業
　　　　＜普通預金＞ 三菱UFJ銀行柳橋支店 融資システムの改修のため積み立てて 6,300,250

いる資産取得資金
ｻｰﾊﾞ機器購入積立資産 ○融資事業
　　　　＜普通預金＞ 三菱UFJ銀行柳橋支店 公益目的保有財産であるサーバ機器一 53,509,922

式の買換のための資産取得資金

<特定資産計> 278,810,894

その他 建    物 ○融資事業、法人会計共用 （共用財産）
　固定資産 名古屋市千種区吹上二丁目6番3号 5階 うち87%を公益目的保有財産として 5,158,074

<建物附属設備> 融資事業に使用している
　　会議室(南側)簡易間仕切始め 3点 うち13%を管理運営に使用している 770,747

○融資事業
<建物附属設備> 
　　　　 東倉庫簡易間仕切始め　4点 公益目的保有財産として融資事業に 4

使用している
<建物計> 5,928,825

什器備品 ○融資事業、法人会計共用 （共用財産）
４段耐火キャビネット始め15点 うち87%を公益目的保有財産として 1,314,484

融資事業に使用している
うち13%を管理運営に使用している 196,417

財  産  目  録
令和3年3月31日現在

貸借対照表科目

流動資産合計

   － 22 －     



（単位:円）

場所・物量等 使用目的等 金    額

○融資事業
４段耐火キャビネット始め15点 公益目的保有財産として融資事業に 19,343,781

使用している

○法人会計
応接セット始め10点 管理運営に使用している 10

<什器備品計> 20,854,692

リース資産 ○融資事業 融資事業の運営に使用している
車両運搬具2台 1,504,800

電話加入権 ○融資事業、法人会計共用 （共用財産）
電話回線17本 うち87%を公益目的保有財産として 29,580

融資事業に使用している
うち13%を管理運営に使用している 4,420

<電話加入権計> 34,000

ソフトウエア ○融資事業
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄ制作費 8件 公益目的保有財産として融資事業に 48,943,798

使用している

投資有価証券 ○融資事業
名古屋市第16回20年公募公債始め4銘柄 760,000,000

長期前払費用 ○融資事業
㈱富士通マーケティング サーバ機器等保守料 1,131,811
名古屋市交通局 マナカ発行保証金 500

○法人会計
名古屋市交通局 マナカ発行保証金 1,000

<長期前払費用計> 1,133,311

前払年金費用 ○融資事業
日本生命保険相互会社 退職給付会計による確定給付企業 30,020,913

年金制度の年金資産超過額
○法人会計
日本生命保険相互会社 退職給付会計による確定給付企業 3,510,491

年金制度の年金資産超過額

<前払年金費用計> 33,531,404

1,390,741,724

17,238,183,473

（流動負債）
未 払 金 ○融資事業

業者等に対する未払額 3月分事務室共益費・電気料等 14,569,915
○法人会計
業者等に対する未払額 3月分振込手数料等 994,503

<未払金計> 15,564,418

未払法人税 ○法人会計
令和２年度法人市民税の未払額 令和２年度法人市民税納付額 25,000

前 受 金 ○融資事業
未経過利息 2,099件 経営活性化資金融資等の未経過利息 13,967,918

預 り 金 ○融資事業
名古屋市 損失補償回収金返還 16,417,075

融資事業の預り金 貸付償還金の少額過納金等 3,689,142

職員等からの預り金 3月分住民税等 1,412,823

○法人会計
非常勤役員からの預り金 3月分源泉所得税 5,280

<預り金計> 21,524,320

１年内返済予定 ○融資事業
長期借入金 名古屋市 融資事業のための借入金 16,500,000,000

賞与引当金 ○融資事業

職員に対するもの 融資事業に従事する職員に対する賞与 14,333,492

支給見込額等のうち当期に帰属する額

○法人会計
職員に対するもの 法人会計に従事する職員に対する賞与 1,665,462

支給見込額等のうち当期に帰属する額

<賞与引当金計> 15,998,954

16,567,080,610

（固定負債）
預り保証金 ○融資事業

預り保証金 機械類貸与の預り保証金 2,467,000

リース債務 ○融資事業
名鉄協商㈱ 車両運搬具リース料の残金 1,504,800

3,971,800

16,571,052,410

667,131,063

負債合計

正味財産
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運用益を融資事業の財源として使用
している

貸借対照表科目

固定資産合計

資産合計

流動負債合計

固定負債合計



監 査 報 告 書

  令和３年５月１４日

公益財団法人名古屋市小規模事業金融公社

　理事長　　　水　野　裕　之　様

公益財団法人名古屋市小規模事業金融公社　

　　監　事　　　　　今西　昭一　 　　 　 　

　　監　事　　　　　服部　　正　 　　 　 　

　私たち監事は、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの事業年度の監査を行い

ましたので、その方法及び結果について以下のとおり報告します。

１　監査の方法及びその内容

　　  私たち監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の

　　整備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からそ

　　の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等

　　を閲覧し、法人の業務及び財産の状況を調査しました。以上の方法に基づき、当該事

　　業年度にかかる事業報告について検討しました。

　　　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを

　　監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、

　　必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われ

　　ることを確保するための体制」（一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規

　　則第４２条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日

　　企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求め

　　ました。以上の方法に基づき、当該事業年度にかかる計算書類及びその附属明細書並

　　びに財産目録及びキャッシュ・フロー計算書について検討しました。

２　監査の結果

（１）事業報告等の監査結果

　　①　事業報告書の内容は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているもの

　　　と認めます。

　　②　理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事

　　　実は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書並びに財産目録及びキャッシュ・フロー計算書の監査

　　結果

　　　会計監査人後藤貞明公認会計士の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
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後藤　貞明　　　㊞　　　　　
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